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東東京京都都・・特特別別区区人人事事委委員員会会 一一時時金金引引きき下下げげをを勧勧告告

10
月
23
日
、特
別
区
人
事
委
員
会
は
、一
時
金
0
・
05
月
の
引
き
下
げ
を
勧
告
し
た
。ま
た
、

10
月
30
日
、
東
京
都
人
事
委
員
会
は
、
一
時
金
0
・
1
月
引
き
下
げ
を
勧
告
し
た
。

こ
の
間
、
民
間
や
国
・
他
団
体
で
賃
金
水
準
が
引
き
上
げ
と
な
る
中
、
賃
上
げ
ど
こ
ろ
か
賃

下
げ
が
勧
告
さ
れ
て
き
た
都
・
特
別
区
の
状
況
か
ら
、
今
回
の
一
時
金
引
き
下
げ
勧
告
は
断
じ

て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
都
本
部
は
、
11
月
13
日
と
20
日
の
2
波
に
わ
た
る
統
一
行
動

日
を
設
定
し
、
今
回
の
勧
告
に
反
対
し
、
組
合
員
の
生
活
を
守
る
た
め
、
2
0
2
0
賃
金
確
定

闘
争
を
た
た
か
う
。

特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
一

時
金
を
0
・
05
月
引
き
下
げ
、

年
間
4
・
6
月
と
し
、
引
き
下

げ
は
期
末
手
当
で
行
う
と
勧
告

し
た
。
こ
の
2
年
間
、
特
別
区

人
事
委
員
会
は
、
不
当
な
月
例

給
の
大
幅
引
き
下
げ
を
勧
告

し
、
民
間
や
他
の
団
体
で
賃
上

げ
が
行
わ
れ
る
中
、
賃
下
げ
が

強
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、「
行

政
系
人
事
・
給
与
制
度
の
見
直

し
」
に
よ
る
職
級
の
再
編
を
行

っ
た
際
、
給
与
勧
告
に
お
け
る

民
間
給
与
実
態
調
査
の
比
較
対

応
関
係
に
か
か
る
必
要
な
見
直

し
を
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
、「
特
別
区
職
員

の
賃
金
が
高
い
」
と
い
う
事
情

で
は
な
い
。
こ
う
し
た
不
当
な

賃
下
げ
が
強
行
さ
れ
た
経
過
か

ら
、
今
回
の
一
時
金
の
マ
イ
ナ

ス
勧
告
は
断
じ
て
容
認
で
き
な

い
。ま

た
、
東
京
都
人
事
委
員
会

は
、
マ
イ
ナ
ス
幅
で
人
事
院
勧

告
を
上
回
る
0
・
1
月
引
き
下

げ
を
勧
告
、
年
間
4
・
55
月
と

し
、
引
き
下
げ
は
期
末
手
当
で

行
う
と
し
た
。
こ
の
間
、
月
例

給
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
な
い

中
、
今
回
、
人
事
院
勧
告
や
他

の
団
体
を
上
回
る
引
き
下
げ
は

納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
い
ず
れ
の
勧
告
に

共
通
す
る
大
き
な
問
題
は
、
人

事
院
勧
告
で
は
引
き
下
げ
と
し

な
か
っ
た
再
任
用
職
員
の
一
時

金
の
引
き
下
げ
を
勧
告
し
（
い

ず
れ
も
0
・
05
月
引
き
下

げ
）、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

期
末
手
当
も
引
き
下
げ
の
対
象

と
し
た
こ
と
だ
。
再
任
用
職
員

の
一
時
金
月
数
は
常
勤
職
員
よ

り
低
い
水
準
で
あ
り
、
月
例
給

も
常
勤
職
員
の
約
6
割
と
い
う

低
い
水
準
に
抑
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職

員
に
は
勤
勉
手
当
が
支
給
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の

中
で
の
引
き
下
げ
は
断
固
受
け

入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

都
本
部
は
、
10
月
21
日
、
単

組
代
表
委
員
会
を
開
催
し
、
2

波
（
11
／
13
・
11
／
20
）
の
統

一
行
動
日
を
背
景
に
、
一
時
金

引
き
下
げ
勧
告
に
反
対
し
、
東

京
の
生
活
実
態
に
見
合
う
賃
金

水
準
を
求
め
、
労
使
交
渉
に
よ

る
月
例
給
・
一
時
金
の
改
善
を

め
ざ
す
2
0
2
0
賃
金
確
定
闘

争
方
針
を
確
立
し
た
。
全
単
組

で
労
使
交
渉
に
集
中
し
、
組
合

員
の
生
活
を
守
る
た
め
た
た
か

い
ぬ
こ
う
。

不
当
勧
告
を
許
さ
ず

組
合
員
の
生
活
守
る
取
り
組
み
を

▲確定闘争にむけ決意表明する都本部笹川中執（＝10／19東京地公労「各級役員決起集会」）

都
本
部
は
9
月
26
日
、
日
本

教
育
会
館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
で
第

69
回
定
期
大
会
を
開
催
。
毎
年

3
月
に
開
催
と
し
て
い
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
か

ら
9
月
に
延
期
し
た
。
大
会
で

は
、
2
0
2
0
年
度
運
動
方
針

（
案
）
を
は
じ
め
8
つ
の
議
案

を
審
議
。

2
0
2
0
年
度
運
動
方
針

（
案
）
で
は
、
①
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
労
働
条
件
の
取
り
組

み
、
②
コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
顔
の

見
え
る
」「
足
を
運
ぶ
」
運
動

の
推
進
、
③
労
使
自
治
の
確
立

と
統
一
闘
争
へ
の
結
集
、
④
賃

上
げ
と
働
き
方
改
革
の
推
進
、

⑤
組
織
強
化
・
拡
大
の
推
進
、

⑥
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

と
自
治
研
活
動
の
推
進
、
⑦
平

和
な
社
会
の
実
現
と
政
治
活
動

の
推
進
、
⑧
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
2
0
2

0
大
会
へ
の
対
応
、
⑨
労
働
者

自
主
福
祉
運
動
の
推
進
を
柱
と

し
て
提
案
。
質
疑
で
は
、
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
、
政
治
方

針
、
組
合
費
水
準
な
ど
を
は
じ

め
と
す
る
諸
課
題
等
に
つ
い
て

6
単
組
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
執
行
部
答
弁
を
経

て
、
す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
選
挙
で
は
中
央

執
行
委
員
長
の
信
任
投
票
が
行

わ
れ
、
新
た
に
染
裕
之
さ
ん

（
東
京
清
掃
労
組
）
が
就
任
。

今
大
会
を
も
っ
て
座
光
寺
委
員

長
が
退
任
し
た
。

（
詳
細
は
2
・
3
面
へ
）

染
裕
之
さ

ん

が
中
央
執
行
委
員
長
に

2
0
2
0
年
度
運
動
方
針
確
立

▲染新委員長による団結がんばろうで閉会

都 本 部
第69回定期大会

60
歳
で
の
定
年

退
職
っ
て
何
だ
ろ

う
。
ま
だ
働
け
る

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
自
動
的
に
定

年
退
職
に
な
っ
て

し
ま
う
▼
定
年
退
職
制
度
が

で
き
た
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ

う
。
新
し
い
人
材
が
入
ら
な

い
と
役
所
自
体
が
活
性
化
せ

ず
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
危
機

感
か
。
そ
れ
と
も
、
人
口
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
が
逆
三
角
形
に
な

り
、
高
齢
者
が
増
え
て
年
金

制
度
が
維
持
で
き
な
く
な
る

こ
と
を
想
定
し
て
の
こ
と
な

の
だ
ろ
う
か
▼
自
分
が
入
職

し
た
30
数
年
前
に
は
も
う
定

年
退
職
制
度
が
始
ま
っ
て
い

た
が
、
70
歳
を
過
ぎ
て
も
働

い
て
い
る
人
を
見
て
大
変
だ

と
思
っ
た
。
い
ざ
自
分
が
直

面
し
て
み
る
と
ま
だ
ま
だ
働

け
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、

あ
る
程
度
の
年
齢
で
区
切
り

を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
る
。
定
年
制

度
が
あ
る
か
ら
そ
う
思
う
の

で
あ
ろ
う
▼
年
金
制
度
の
変

更
に
よ
り
、
再
雇
用
制
度
が

で
き
、
続
い
て
再
任
用
制
度

に
な
り
、
最
終
的
に
は
定
年

の
延
長
に
繋
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
65
歳
に
定
年
を
延

長
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
70

歳
を
超
え
る
日
が
近
い
将
来

来
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

（
小
山
）

東奔西走
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修修
正正
案案
のの
提提
出出

❶
中
野
区
職
労

各
種
選
挙
に
お
け
る
支
持
政

党
に
つ
い
て
、
自
民
党
政
権
に

対
峙
す
る
勢
力
と
広
範
な
連
携

を
進
め
る
た
め
、「
新
社
会
党

な
ど
の
政
党
あ
る
い
は
政
治
団

体
」
を
補
強
す
る
こ
と
。

事事
前前
質質
疑疑

会
議
時
間
の
短
縮
を
目
的
に

議
案
等
に
対
す
る
事
前
質
疑
の

提
出
を
要
請
し
た
。
内
容
は
次

の
と
お
り
。

❶
東
京
国
保
労
組

国
保
連
合
会
と
支
払
基
金
と
の

統
合
へ
の
危
惧

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
賃
金
・
人

員
合
理
化
攻
撃
に
警
戒

（
1
）
国
保
連
合
会
と
支
払
基

金
の
組
織
統
合
を
強
く
警
戒
。

国
保
連
合
会
機
能
の
維
持
に
む

け
て
取
り
組
み
の
強
化
を
。

（
2
）
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
レ
セ
プ
ト
手
数
料
収
入
が

減
少
。
今
後
、
賃
金
の
引
下
げ

・
人
員
削
減
に
波
及
す
る
こ
と

を
懸
念
。
本
部
と
連
携
し
た
厚

労
省
対
策
の
強
化
を
。

❷
東
村
山
市
職
労

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
決

算
報
告
・
会
計
監
査
報
告
に
つ

い
て

（
1
）
会
計
監
査
に
つ
い
て
、

①
会
計
監
査
の
実
施
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
有
無
、
②
収
入
・
支
出

の
根
拠
と
な
る
規
約
等
に
適
合

し
て
い
た
か
、
③
今
後
の
財
政

状
況
等
を
勘
案
し
た
計
画
の
有

無
と
計
画
に
基
づ
く
予
算
編
成

・
執
行
に
つ
い
て
。（
2
）
繰

越
金
に
つ
い
て
。
執
行
率
が
著

し
く
低
い
項
目
が
あ
り
、
一
部

を
単
組
に
返
還
す
る
仕
組
み
が

必
要
と
考
え
る
。（
3
）
規
約

等
で
定
め
ら
れ
た
公
認
会
計
士

・
監
査
法
人
に
よ
る
会
計
監
査

は
し
っ
か
り
実
施
す
べ
き
。
自

治
労
全
体
で
共
有
を
。

執執
行行
部部
答答
弁弁

❶
（
1
）（
2
）
国
保
連
職
場

の
維
持
に
む
け
て
国
保
労
組
と

連
携
し
て
取
り
組
む
。
ま
た
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
維
持
・
改

善
に
む
け
た
厚
労
省
対
策
の
強

化
を
本
部
に
求
め
て
い
く
。

❷
（
1
）
①
②
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
な
い
が
、
都
本
部
会
計
・
会

計
監
査
規
程
等
に
基
づ
き
実
施

し
、
結
果
は
監
査
報
告
書
の
と

お
り
。
③
組
織
財
政
検
討
委
員

会
と
し
て
2
0
2
3
年
度
ま
で

の
組
織
・
財
政
の
見
通
し
を
分

析
し
て
い
る
。
2
0
2
0
度
予

算
は
2
0
1
9
年
度
決
算
を
も

と
に
支
出
の
精
査
・
見
直
し
を

行
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
よ
り
取
り
組
み
の
中
止

な
ど
影
響
が
で
て
い
る
。

（
2
）
執
行
率
が
低
い
項
目
に

つ
い
て
は
、
必
要
経
費
の
計
上

を
徹
底
す
る
。
運
動
へ
の
支
出

を
基
本
と
し
て
お
り
、
現
時
点

で
返
還
は
考
え
て
い
な
い
。
た

だ
し
、
単
組
オ
ル
グ
を
通
じ
て

都
本
部
組
合
費
に
対
す
る
様
々

な
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

組
織
財
政
検
討
委
員
会
等
で
検

討
し
て
い
く
。（
3
）
規
約
等

に
基
づ
き
実
施
し
、
組
合
員
へ

の
信
頼
を
損
な
わ
な
い
よ
う
各

県
と
も
意
志
一
致
を
は
か
る
。

経経
過過
にに
対対
すす
るる
質質
疑疑

❶
八
王
子
市
職

岩
田
代
議
員

都
本
部
女
性
部
・
青
年
部
へ
の

参
画
を

女
性
の
働
き
方
を
は
じ
め
男

女
共
同
参
画
が
社
会
的
に
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

都
本
部
女
性
部
は
内
閣
府
の
第

5
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

策
定
に
む
け
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
提
出
し
た
。
働
く
女

性
視
点
で
の
政
策
・
制
度
へ
の

意
見
反
映
は
と
て
も
重
要
。
組

織
強
化
に
繋
げ
る
た
め
に
も
、

各
単
組
へ
都
本
部
女
性
部
・
青

年
部
へ
の
参
画
を
要
請
す
る
。

❷
東
京
国
保
労
組

関
代
議
員

組
合
費
返
還
に
は
慎
重
な
判
断
を

「
繰
越
金
の
一
部
を
単
組
に

返
還
す
る
仕
組
み
が
必
要
」
と

の
意
見
に
つ
い
て
、
都
本
部
が

組
合
費
返
還
と
な
れ
ば
単
組
へ

の
影
響
も
大
き
い
た
め
慎
重
な

検
討
を
求
め
る
。

執執
行行
部部
答答
弁弁

❶
都
本
部
女
性
部
・
青
年
部
の

結
集
力
強
化
に
む
け
て
、
都
本

部
執
行
部
も
し
っ
か
り
支
え
て

い
く
。
ま
た
、
女
性
視
点
で
の

政
策
づ
く
り
、
意
見
反
映
に
む

け
て
は
春
闘
を
は
じ
め
統
一
闘

争
を
通
じ
て
推
進
し
て
い
く
。

❷
基
本
的
な
考
え
方
は
事
前
質

疑
で
答
弁
の
と
お
り
。
ご
意
見

と
し
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

方方
針針
にに
対対
すす
るる
質質
疑疑

❶
八
王
子
市
臨
時
・

非
常
勤
職
組

橋
爪
代
議
員

非
正
規
職
員
の
雇
用
継
続
・
安
定

雇
用
に
む
け
て
運
動
の
牽
引
を

4
月
よ
り
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
八

王
子
で
は
八
王
子
市
職
と
連
携

し
、
雇
用
継
続
を
重
点
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、「
そ
の
職
場
が

あ
る
間
は
雇
用
の
継
続
が
可

能
」
と
な
っ
た
。
多
く
の
非
正

規
職
員
の
願
い
は
安
定
雇
用

だ
。
雇
用
が
継
続
さ
れ
な
け
れ

ば
安
心
し
て
働
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
都
本
部
と
し
て
雇
用
継

続
を
前
面
に
し
た
運
動
の
牽
引

を
。

❷
東
京
清
掃
労
組

江
森
代
議
員

役
員
育
成
に
む
け
た
支
援
、
定

年
延
長
後
の
賃
金
水
準
10
割
を

（
1
）
将
来
の
組
合
役
員
の
育

成
は
重
要
課
題
だ
。
青
年
層
の

学
習
・
交
流
の
場
を
設
定
し
、

役
員
育
成
に
向
け
て
積
極
的
な

取
り
組
み
を
。（
2
）
定
年
延

長
後
の
賃
金
水
準
に
つ
い
て
、

法
案
で
示
さ
れ
て
い
る
定
年
前

の
7
割
と
な
る
と
、
現
在
の
再

任
用
賃
金
を
下
回
る
状
況
す
ら

想
定
さ
れ
る
。
同
一
労
働
・
同

一
賃
金
の
観
点
か
ら
60
歳
を
超

え
る
職
員
の
賃
金
水
準
に
つ
い

て
、
定
年
前
職
員
と
同
じ
水
準

を
め
ざ
す
運
動
の
強
化
を
。

❸
大
田
区
職
労

坂
内
代
議
員

組
合
費
・
闘
争
資
金
に
つ
い
て

組
織
財
政
検
討
委
員
会
で
の
早

期
検
討
を

（
1
）
都
本
部
組
合
費
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
。
組
織
財
政
検

討
委
員
会
を
は
じ
め
具
体
的
な

検
討
を
。（
2
）
闘
争
資
金
は

ス
ト
ラ
イ
キ
等
の
給
与
補
償
の

た
め
と
認
識
。
昨
今
、
ス
ト
ラ

イ
キ
等
の
行
使
が
な
い
な
か
、

闘
争
資
金
の
徴
収
を
し
な
い
よ

う
要
請
す
る
。

❹
中
野
区
職
労

村
崎
代
議
員

本
部
組
合
費
値
上
げ
阻
止
、
地

域
に
根
差
し
た
活
動
報
告

（
1
）
自
治
労
本
部
組
合
費
の

値
上
げ
は
何
と
し
て
も
阻
止
す

る
よ
う
求
め
る
。（
2
）「
羽
田

新
飛
行
ル
ー
ト
の
中
止
を
求
め

る
中
野
の
会
」が
結
成
さ
れ
、区

民
と
組
合
員
の
生
活
と
安
全
を

脅
か
す
も
の
と
し
て
こ
の
取
り

組
み
に
参
画
し
て
い
る
。
想
定

以
上
の
騒
音
で
区
民
や
組
合
員

の
不
安
が
募
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
反
対
運
動
を
続
け
て
い
く
。

❺
東
京
国
保
労
組

関
代
議
員

ウ
ェ
ブ
会
議
導
入
に
つ
い
て

ウ
ェ
ブ
会
議
の
導
入
に
あ
た

り
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
選
ぶ
理
由
は
。

ま
た
導
入
に
か
か
る
財
政
支
援

を
。

執執
行行
部部
答答
弁弁

❶
雇
用
継
続
に
向
け
た
取
り

組
み
に
敬
意
を
表
す
。
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
は
常
勤
職
員

と
の
処
遇
均
衡
が
原
則
。
各
自

治
体
で
状
況
は
異
な
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
実
態
を
踏
ま
え
た
要

求
づ
く
り
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
て
い
く
。

❷
（
1
）
青
年
部
活
動
の
強

化
を
は
じ
め
、
次
世
代
の
役
員

の
育
成
は
最
重
点
課
題
と
認

識
。
若
い
世
代
の
関
心
を
引
く

よ
う
な
運
動
を
企
画
・
提
案
し

て
い
く
。（
2
）
定
年
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
60
歳
を
超
え
る

職
員
の
賃
金
水
準
を
定
年
前
の

7
割
水
準
と
す
る
こ
と
は
同
一

労
働
・
同
一
賃
金
の
観
点
や
職

務
給
の
原
則
か
ら
も
理
解
し
が

た
い
。
政
府
と
の
交
渉
・
協
議

を
強
化
す
る
よ
う
本
部
に
求
め

て
い
く
。

❸
（
1
）
単
組
オ
ル
グ
を
通

じ
て
都
本
部
組
合
費
に
対
す
る

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
、
組

織
財
政
検
討
委
員
会
等
で
検
討

し
て
い
く
。（
2
）
闘
争
資
金

は
自
治
労
本
部
へ
の
上
納
分
が

多
く
を
占
め
て
お
り
中
止
は
困

難
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

❹
（
1
）
組
合
費
の
引
き
上

げ
は
、
自
治
労
不
信
に
繋
が
り

か
ね
な
い
と
本
部
へ
意
見
表
明

し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
同
様

の
立
場
を
堅
持
す
る
。（
2
）

中
野
区
職
労
の
取
り
組
み
に
敬

意
を
表
し
、
具
体
的
な
要
請
が

あ
れ
ば
協
力
し
て
い
く
。

（
3
）
修
正
案
に
対
す
る
都
本

部
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
新
社
会
党
と
連
携
し
て
き

た
経
緯
に
な
く
、
現
時
点
で
協

力
政
党
と
し
て
位
置
付
け
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

❺
自
治
労
本
部
を
は
じ
め
上
部

団
体
に
お
け
る
導
入
状
況
を
参

考
と
し
た
。
単
組
に
お
け
る
ウ

ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
環
境
の
状
況
を

踏
ま
え
、必
要
な
支
援
を
行
う
。

答答
弁弁
にに
対対
すす
るる
再再
質質
問問

❶
中
野
区
職
労

村
崎
代
議
員

（
1
）
都
本
部
と
し
て
市
民
と

野
党
の
共
闘
に
む
け
た
決
意
が

あ
る
の
か
は
っ
き
り
と
明
言
す

べ
き
。（
2
）
本
部
組
合
費
の

引
き
上
げ
に
対
し
、
都
本
部
と

し
て
引
き
上
げ
さ
せ
な
い
よ
う

取
り
組
む
と
い
う
姿
勢
を
明
確

に
す
る
べ
き
。

執執
行行
部部
答答
弁弁

❶
（
1
）
市
民
と
野
党
の
連

携
に
向
け
て
都
本
部
と
し
て
も

精
一
杯
奮
闘
し
、
野
党
共
闘
の

下
で
統
一
候
補
の
擁
立
を
め
ざ

す
。（
2
）
引
き
上
げ
さ
せ
な

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

修修
正正
案案
のの
取取
りり
扱扱
いい

執
行
部
答
弁
を
受
け
、
提
案

者
で
あ
る
中
野
区
職
労
の
村
崎

代
議
員
は
修
正
案
を
取
り
上
げ

た
。

質疑
答弁

▲議長を務めた小泉代議員（八王子公共労）［左］
と三浦代議員（東久留米市職）［右］

都
本
部
は
、
9
月
26
日
の
都

本
部
第
69
回
定
期
大
会
で
「
都

本
部
2
0
2
0
現
業
統
一
闘
争

（
第
2
次
交
渉
ゾ
ー
ン
）」
の

闘
争
方
針
を
確
立
し
た
。

闘
争
方
針
で
は
、「
安
全
か

つ
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
確

実
に
提
供
す
る
と
い
う
『
公
共

サ
ー
ビ
ス
基
本
法
』
を
踏
ま
え

た
自
治
体
責
任
に
よ
る
質
の
高

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を

め
ざ
し
、「
業
務
量
に
応
じ
た

人
員
の
確
保
」、「
現
業
職
場
の

直
営
体
制
の
維
持
」
を
重
点
課

題
と
し
た
。

そ
し
て
、
10
月
6
日
、「
都

本
部
2
0
2
0
現
業
統
一
闘
争

（
第
2
次
交
渉
ゾ
ー
ン
）」総
決

起
集
会
を
開
催
し
、
10
月
22
日

の
ヤ
マ
場
に
む
け
て
統
一
闘
争

に
取
り
組
む
意
義
や
統
一
交
渉

指
標
に
つ
い
て
意
思
統
一
し
た
。

10
月
22
日
を
ヤ
マ
場
に
取
り

組
ま
れ
た
対
自
治
体
交
渉
で
、

い
く
つ
か
の
単
組
で
、
現
業
職

の
新
規
採
用
に
か
か
わ
り
前
進

回
答
を
引
き
出
し
た
。

第
1
次
交
渉
ゾ
ー
ン
（
5
〜

6
月
）
で
2
0
2
1
年
4
月
の

新
規
採
用
に
む
け
て
採
用
試
験

を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
た
八
王
子
市
職
・
青
梅
市
職

で
は
、
採
用
に
む
け
て
選
考
中

で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
ま
た
、

町
田
市
職
労
で
は
、
第
1
次
交

渉
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
回
答
か
ら

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
回
答
を
引

き
出
し
、
新
規
採
用
に
む
け
大

き
く
前
進
し
た
。

ま
た
、
清
瀬
市
職
で
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
及
び
他
団
体
で

の
採
用
実
績
も
踏
ま
え
、「
採

用
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
こ

と
」
を
確
認
、
日
野
市
職
で

は
、「
採
用
に
つ
い
て
は
災
害

の
対
策
等
や
そ
の
知
識
・
技
術

の
継
承
の
必
要
性
及
び
他
自
治

体
の
採
用
状
況
を
含
め
労
使
交

渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、
現
業

職
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
く
」
と
確
認
し
た
。

現
業
職
の
新
規
採
用
に
む
け

て
足
掛
か
り
と
な
る
回
答
を
引

き
出
す
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
か
か

る
特
殊
勤
務
手
当
の
拡
充
な
ど

前
進
が
は
か
れ
な
か
っ
た
課
題

も
あ
る
。
都
本
部
は
現
業
統
一

闘
争
を
通
年
的
に
取
り
組
み
、

要
求
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
。

自
治
体
現
場
力
の
回
復
め
ざ
し

現
業
職
採
用
へ
足
掛
か
り
築
く

▲ソーシャルディスタンスを取りながら総決起集会を開催

10
月
10
日
（
土
）、
第
38
回

地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
が
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
。

都
本
部
は
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
を
開
設
し
、
集
会

に
参
加
し
た
。

本
集
会
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ

ナ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
今
後
の
自
治
体
」
と
題
し
た

記
念
講
演
で
慶
應
義
塾
大
学
大

学
院
教
授
の
蟹
江
憲
史
氏
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
持
続
不

可
能
な
世
界
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」
と
し
、
こ
れ
を
契
機
と
し

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
「
コ
ロ
ナ
後
の

世
界
の
道
し
る
べ
」
と
し
て
多

様
な
業
界
と
の
連
携
に
よ
っ
て

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

述
べ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
蟹
江

氏
の
他
、
渋
谷
区
男
女
平
等
・

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
担
当
課

長
の
永
田
龍
太
郎
氏
、
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ま
ち
ぷ
ら
す
の
森

祐
美
子
氏
、
自
治
労
本
部
の
林

政
策
局
長
を
迎
え
、「
自
治
体

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
践
す
る
に

は
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
基
づ
い
た
多
角
的
な

議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

最
後
の
特
別
分
科
会
で
は
、

国
文
学
研
究
資
料
館
館
長
の
ロ

バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
よ

り
、「
日
本
古
典
と
感
染
症
」と

題
し
、
日
本
古
典
を
も
と
に
過

去
に
直
面
し
た
感
染
症
へ
の
対

処
を
学
ぶ
講
演
が
行
わ
れ
た
。

「コロナとSDGs」
YouTube配信

新
型
コ
ロ
ナ

組
合
活
動
に
も
影
響
大
き
く

職
場
環
境
、役
員
育
成
、財
政
支
援
な
ど
討
論

オンライン自治研 with青森

▲TKP市ヶ谷に設置したサテライト会場の様子

現業統一闘争
第2次交渉ゾーン

SDGs＝国連で採
択された健康と福
祉、海の豊かさを守
るなどの経済・社会
・環境にまたがる17
項目の開発目標。20
30年までの達成をめ
ざす。

3年半、大変お疲れ様でした
2017年3月から中央執行委員長を務めた座光
寺成夫さん（渋谷区職労）が今大会で退任され
ました。座光寺さんにおかれましては、6月24
日に開催された中央労働金庫第20回通常総会で
中央労働金庫常務理事（東京担当）の任に就か
れています。
今後益々のご活躍を心よりご祈念致します。 ▲退任挨拶する座光寺さん

●経 過
（1）2019年度（2019．8～2020．1）一般経過報告

2019年度自治労東京都本部運動の総括
2020年度（2020．2～2020．7）一般経過報告

（2）2019年度（2019．2～2020．1）および
2020年度（2020．2～2020．7）一般会計・特別会計決算報告

（3）2019年度（2019．2～2020．1）一般会計・特別会計決算監査報告
2020年度（2020．2～2020．7）一般会計・特別会計第2四半期監査報告

●議 案
第1号議案：2020年度運動方針（案）
第2号議案：2020現業統一闘争「第1次交渉ゾーン」総括および

「第2次交渉ゾーン」闘争方針（案）
第3号議案：2020年度（2020．2～2021．1）一般会計・特別会計予算（案）
第4号議案：規約の一部改正について（案）
第5号議案：組織財政検討委員会運営要綱の新設について（案）
第6号議案：都本部役員の選出について（案）
第7号議案：新規加盟、加盟組合の脱退、加盟組合の統合の承認について（案）
第8号議案：特別中央執行委員および顧問の選出について（案）

都本部は組織強化・組織拡大の取り組みを進めるた
め、標記集会を下記のとおり開催します。都本部は現
在、「新規採用者の加入推進」、「単組執行部の担い手
づくり」、「単組の組織強化拡大（再任用、会計年度任
用職員、民間委託労働者）」の3つを重点に取り組み
を進めており、今年は感染防止対策を徹底しながら、
2つのテーマに絞って討論を行います。

●日時：12月19日（土）14時～16時（受付13時30分～）
●場所：連合会館203・204会議室

（千代田区神田駿河台3－2－11）
●内容：①「単組執行部の担い手をどうつくっていく

のか」
②「会計年度任用職員、民間委託労働者の組
織化をめぐる課題」

自治労東京都本部2020年度執行体制
中
央
執
行
委
員
長染

裕
之
（
東
京
清
掃
労
組
）

副
中
央
執
行
委
員
長
／
組
織
局
長
兼
務

毛
利

道
（
東

交
）

副
中
央
執
行
委
員
長
／
公
共
民
間
対
策
担
当

高
橋
久
実
子
（
三
鷹
社
協

労
）

副
中
央
執
行
委
員
長
／
労
働
政
策
担
当

河
野
加
代
子
（
立
川
市
職

労
）

副
中
央
執
行
委
員
長
／
臨
時
・
非
常
勤
担
当

栗
田

文
彦
（
武
蔵
野
市
職
労
）

副
中
央
執
行
委
員
長
／
政
治
担
当

中
條

貴
仁
（
葛
飾
区
職

労
）

書
記
長
／
企
画
総
務
局
長
・
政
治
政
策
局
長
兼
務

石
井

利
明
（
東
久
留
米
市
職
）

書
記
次
長
／
財
政
局
長
兼
務

大
塚

悟
司
（
自
治
労
都
庁
職
）

中
央
執
行
委
員
／
共
済
推
進
担
当
局
長

山
田

明
樹
（
町
田
市
職

労
）

中
央
執
行
委
員
／
組
織
強
化
・
拡
大
担
当
局
長

平
間

英
基
（
環
境
サ
ー
ビ
ス
労
組
）

中
央
執
行
委
員
／
組
織
対
策
担
当
局
長

柚
木

光
伸
（
青

梅

市

職
）

中
央
執
行
委
員
／
組
織
局
次
長

笹
川

勝
宏
（
八
王
子
市

職
）

中
央
執
行
委
員
／
組
織
局
次
長

小
山

健
（
東
村
山
市
職
労
）

中
央
執
行
委
員
／
労
働
局
長

須
﨑

崇
文
（
福

生

市

職
）

中
央
執
行
委
員
／
労
働
条
件
担
当
局
長

山
下

勇
（
自
治
労
都
庁
職
）

中
央
執
行
委
員
／
社
会
福
祉
担
当
局
長

古
林

明
郎
（
中
野
区
職

労
）

中
央
執
行
委
員
／
社
会
保
障
担
当
局
長

遠
山
佳
代
子
（
東
京
国
保
労
組
）

中
央
執
行
委
員
／
政
治
政
策
局
次
長

西
岡

芳
宏
（
東
京
職
安
労
組
）

中
央
執
行
委
員
／
政
治
政
策
局
次
長

久
野

智
弘
（
国
分
寺
市
職
労
）

会
計
監
事

籠
谷

勝
治
（
荒
川
区
職

労
）

会
計
監
事

岩
田
み
さ
を
（
八
王
子
市

職
）

会
計
監
事

中
里

保
夫
（
東
京
清
掃
労
組
）

都本部「2020組織集会」のご案内

第1317号（２）（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）２０２０年１１月１日第1317号（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）（３）２０２０年１１月１日



自治労東京組合員もしくは 
退職者会会員であること。 

応 募 資 格  

23第 回 ベストショットコンクールベストショットコンクール

こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作

品
の
主
人
公
は
陳
為
廷
（
チ
ェ

ン
・
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
）
と
蔡
博

芸
（
ツ
ァ
イ
・
ボ
ー
イ
ー
）。

陳
為
廷
は
1
9
9
0
年
、
台

湾
苗
栗
県
生
ま
れ
。
中
国
政
府

の
脅
威
に
直
面
し
、
台
湾
の
主

権
を
守
り
た
い
と
考
え
、
反
政

府
運
動
を
行
う
学
生
運
動

に
参
加
し
、
2
0
1
4
年

に
起
こ
っ
た
ひ
ま
わ
り
運

動
で
は
林
飛
帆
と
共
に
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
た
。

ひ
ま
わ
り
運
動
は
23
日

間
に
及
ぶ
立
法
院
（
台
湾

の
国
会
に
相
当
）
を
占

拠
。
組
織
力
、
世
界
に
向

け
た
メ
デ
ィ
ア
戦
略
な
ど

で
「
成
功
」
を
お
さ
め
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
カ
メ
ラ
は
理
想
の
「
民

主
主
義
」
の
困
難
さ
、
多
く
の

課
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
映
し
出

す
。蔡

博
芸
は
1
9
9
2
年
中
国

生
ま
れ
。
高
校
生
の
時
に
自
由

や
民
主
主
義
に
興
味
を
持
つ
。

台
湾
の
大
学
が
2
0
1
1
年
大

陸
の
学
生
に
開
放
さ
れ
、
留
学

生
第
一
期
生
と
し
て
台
湾
の
大

学
に
留
学
。
彼
女
の
ブ
ロ
グ

「
我
在
台
湾
・
我
正
青
春
」

（
台
湾
で
過
ご
す
青
春
）
は
話

題
と
な
り
、
10
万
人
以
上
の
フ

ォ
ロ
ワ
ー
を
持
つ
人
気
ブ
ロ
ガ

ー
に
な
っ
た
。
台
湾
の
社
会
運

動
に
参
加
し
、
民
主
主
義
に
つ

い
て
積
極
的
に
発
信
す
る
異
色

の
中
国
人
留
学
生
。

二
人
の
姿
は
社
会
運
動
を
通

し
「
民
主
主
義
」
を
実
現
し
、

未
来
を
切
り
ひ
ら
い
て
い
く
輝

き
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
傅
楡

監
督
は
二
人
と
出
会
い
、
彼
ら

の
姿
を
2
0
1
1
年
か
ら
カ
メ

ラ
で
記
録
。
結
果
的
に
ひ
ま
わ

り
運
動
は
失
速
。
そ
れ
は
監
督

が
求
め
て
い
た
未
来
で
は
な
か

っ
た
が
、
そ
の
失
意
は
監
督
自

身
が
自
己
と
向
き
合
う
き
っ
か

け
に
な
り
、
二
人
の
撮
影
を
通

じ
て
台
湾
海
峡
両
岸
の
市
民
間

に
お
け
る
相
互
理
解
の
可
能
性

と
協
力
、
難
し
い
政
治
の
現
実

に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
ま
る
ご
と
た
べ
た
い
」

は
、
絵
を
担
当
し
た
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
方
と
直
接
お
会
い

し
、
話
を
し
た
こ
と
で
好
き
に

な
っ
た
絵
本
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
室
内
で

人
と
の
か
か
わ
り
が
少
な
く
な

っ
た
自
分
の
子
ど
も
た
ち
と
読

ん
だ
1
冊
で
、
読
み
聞
か
せ
を

し
た
絵
本
で
も
あ
る
。

話
は
、
主
人
公
の
「
と
ら
く

ん
」
が
ベ
ー
コ
ン
を
拾
っ
て
お

ま
わ
り
さ
ん
に
届
け
て
あ
げ
る

所
か
ら
始
ま
る
。

最
初
は
、
拾
っ
た
ベ
ー
コ
ン

を
独
り
占
め
し
よ
う
と
す
る
。

そ
わ
そ
わ
し
な
が
ら
お
腹
を
す

か
せ
、
早
く
食
べ
た
い
「
と
ら

く
ん
」
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

た
だ
、
友
だ
ち
の
「
く
ろ
く

ん
」
が
一
緒
に
食
べ
よ
う
と
用

意
し
た
も
の
と
分
か
っ
た
こ
と

で
話
は
変
化
し
て
く
る
。

2
人
で
食
事
の
準
備
を
し

て
、
仲
良
く
分
け
て
食
べ
る
こ

と
で
ご
飯
の
お
い
し
さ
や
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
と
な

る
。現

在
私
た
ち
は
、
食
事
中
に

会
話
を
す
る
こ
と
や
一
緒
に
食

べ
る
人
数
に
も
気
を
使
い
コ
ロ

ナ
と
共
存
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
絵
本
で
は
、
現
在
と
は

違
う
2
匹
が
楽
し
く
充
実
し
た

食
事
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

私
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
絵

が
か
わ
い
く
て
楽
し
い
本
だ
っ

た
」
と
感
想
を
言
っ
て
楽
し
ん

で
い
た
。
私
は
、
普
段
読
む
こ

と
が
少
な
い
平
仮
名
と
カ
タ
カ

ナ
だ
け
の
絵
本
を
楽
し
む
だ
け

で
な
く
、
楽
し
い
食
事
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

ま
た
、
独
り
占
め
せ
ず
に
2

人
で
仲
良
く
分
け
る
と
い
う
考

え
方
が
私
た
ち
労
働
組
合
の
考

え
に
似
て
い
る
と
感
じ
た
。

1
冊
の
絵
本
が
食
事
を
通
し

て
幸
せ
に
な
れ
る
こ
と
を
伝
え

て
く
れ
る
と
思
え
た
の
で
紹
介

す
る
。

�出身地 東京都
�組合歴 2010年～ 副委員長

2019年～ 執行委員長
�趣 味 体を動かすこと

『
ま
る
ご
と
た
べ
た
い
』
作
：
山
脇

恭

絵
：
小
田
桐

昭

し
ま

だ

ひ
ろ

し

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
労
働
組
合

執
行
委
員
長

嶋
田

裕
志

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌ⒸⒸ77tthh DDaayy FFiillmm AAllll rriigghhttss rreesseerrvveedd

�10／31（土）よりポレポレ中野（TEL．03－3371－0088）
他全国順次公開 『

私
た
ち
の
青
春
、
台
湾
』
監
督
：
傅
楡
（
フ
ー
・
ユ
ー
）

不
安
定
な
台
中
関
係
下
の
台
湾
で
、

三
人
の
若
者
は
夢
を
見
た

10
月
7
日
、
自
治
労
は
幕
張

メ
ッ
セ
で
第
94
回
臨
時
大
会
を

開
催
し
た
。
臨
時
大
会
で
は
、

「
当
面
の
闘
争
方
針
（
補
強

案
）」
と
し
て
、「
秋
季
・
自
治

体
確
定
闘
争
の
取
り
組
み
」、

「
政
策
実
現
に
む
け
た
政
治
活

動
の
推
進
」、「
自
治
労
・
団
体

生
命
共
済
抜
本
改
正
」
に
つ
い

て
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
に
よ
り

会
場
参
加
の
代
議
員
数
を
大
幅

に
縮
小
し
て
行
わ
れ
た
。
自
治

労
本
部
川
本
委
員
長
は
、「
自

治
労
組
合
員
に
は
、
保
健
医
療

な
ど
感
染
症
対
策
を
担
う
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
多
く

存
在
す
る
。
引
き
続
き
リ
ス
ク

を
極
力
回
避
し
、
何
ら
か
の
緩

み
に
よ
る
問
題
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、「
互

い
に
ヒ
ン
ト
を
出
し
合
い
、
全

国
で
新
た
な
組
合
活
動
を
模
索

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

討
論
で
は
、
給
与
勧
告
が
遅
れ

て
い
る
状
況
下
で
の
賃
金
確
定

闘
争
方
針
に
対
す
る
質
疑
や
コ

ロ
ナ
禍
で
の
賃
金
カ
ッ
ト
を
許

さ
な
い
取
り
組
み
強
化
へ
の
要

望
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
治
労

・
団
体
生
命
抜
本
改
正
に
対
し

多
く
の
発
言
が
あ
り
、
単
組
に

納
得
・
理
解
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
、
討
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

延
長
な
ど
十
分
に
議
論
を
尽
く

す
よ
う
要
望
が
出
さ
れ
た
。
発

言
に
対
し
本
部
は
、
団
体
生
命

共
済
制
度
の
維
持
の
た
め
必
要

な
改
正
。
し
っ
か
り
と
県
本
部

・
単
組
の
理
解
に
む
け
議
論
を

尽
く
す
と
答
弁
し
た
。

都
本
部
は
、
毛
利
副
委
員
長

が
本
部
提
案
に
賛
成
の
立
場
で

発
言
。
都
・
区
・
市
町
の
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
を
報
告
し
た
上
で
、

①
定
年
延
長
法
案
の
早
期
成
立

を
め
ざ
す
取
り
組
み
の
強
化
、

②
人
事
院
勧
告
で
示
さ
れ
た
一

時
金
引
き
下
げ
を
波
及
さ
せ

ず
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃

金
水
準
等
の
改
善
を
め
ざ
す
闘

争
強
化
を
本
部
へ
要
請
し
た
。

▲本部に要請する毛利副
委員長

自 治 労
臨時大会 当面の闘争方針（補強案）を確認

確定闘争の推進、
「自治労・団体生命共済」の改正をめぐり討論

★表彰等
入賞作品は「自治労東京2021年新年号」、「都本部ホームペー
ジ」に掲載し、以下の商品券をプレゼントします。

最優秀賞 1点……………………3万円の商品券
優 秀 賞 各部門1点（計3点）…2万円の商品券
佳 作 3～4点………………5千円の商品券

★送付先
自治労東京都本部 企画総務局宛 ＴＥＬ：03－3556－3755
〒102－0072 東京都千代田区飯田橋3‐9‐3SKプラザ4階
Ｅメール：okubot@jichiro-tokyo.jp

テーマ
「マイベストショット」

部 門
①一般部門
②ネーチャー部門
�サイズ：2L（キャビネ）～四つ切り（四つワイド可）
�カラーまたはモノクロで単写真に限る（組写真不可）
�応募票に「一般部門」か「ネーチャー部門」どちらかをご記入下さい。
�応募票を作品の裏に貼り付けて都本部へ送付してください。

③携帯・スマホ部門
�Ｅメールで応募を受け付けます。
�件名を「第23回ベストショットコンクール」とし、本文に「写真タイ
トル」「氏名」「電話番号」「撮影地」「カメラアプリ名（使用した場合）」
「住所」「組合名（単組・支部）」をご記入ください。
�アプリを使用しての撮影可（ただしスタンプ、文字入れ、フレーム等
の使用は不可とします）

応 募
各部門 1人3点まで
作品の返却はしませんので予めご了承ください。

締切 12月7日（月）必着昨年の最優秀賞「かがやく瞳」／立川市職労 渡辺 美穂さん

一般部門／ネーチャー部門

※注意：返却は致しません。

撮影地

部 門

住 所

組合名
（単組・支部）

画 題

氏 名

電 話
番 号

（
偕
成
社
）
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